
　　　　

2025 年 2 月 3 日

9 時 0 分から 17 時 30 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 親子通園での継続した支援を通して子どもの育ちと個別のニーズに応じたサービスを提供する。

事業所名 芦屋市立すくすく学級 作成日支援プログラム（児童発達支援）

・子どもの興味や関心に応じた提案を行い、自己選択や決定ができるようにする。
・難しいところは自分でできそうな部分を残して手伝い、試行錯誤しながら、主体的に取り組むことができるようにする。
・環境設定や提案を工夫することで、興味や関心の幅を広げたり、見通しをもたせたりする。

・子どもの伝えたい言葉を受け止め、大人が相手に代弁したり仲立ちになったりして、友達に伝える経験を重ねていく。
・遊びや生活の場面で、友達と「かして」「どうぞ」「かえっこして」「ありがとう」など、簡単な言葉のやりとりができるよう、大人が代弁して聞かせる。
・言葉だけでなく、表情や仕草など様々な手段を通して自分の思いに自信をもち、表現できるようにサインを受け止めていく。

・興味や関心を示した遊びを大人も一緒に楽しみ、楽しさを共感することで安心して過ごせるようにする。
・友達が遊んでいる様子を見せたり、大人が仲立ちになったりして、友達と同じ遊びを経験できるようにする。
・子どもから友達に関わろうとしている時は見守り、大人が先に誘導し過ぎないように気を付ける。

支援方針
・子ども一人一人の発達に応じて、基本的生活習慣や集団適応を身につけるための保育と訓練及び、総合的な支援を行う。
・保護者には、親子での遊びを通して、スタッフと共に子どもの状態を正しく把握し、子どもの発達について考え、援助方法や療育支援を実践していただく。
・関連機関と連携した切れ目のない支援の提供を行う。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・誕生会　・園外保育（公園、動物園等）・クッキング　・参観日　・おわりの会
・季節や伝統の行事（新年の集い、節分、ひな祭り、こどもの日、七夕、秋祭り、お楽しみ会）
・福祉センター（プール遊び、運動室遊び）・保育所、こども園、幼稚園との交流

（別添資料１）

家族支援

・訓練士、発達相談員、小児精神科医、小児科医等の専門員による個別支援の
方法をお伝えし、実践していただく。
・家庭での様子を聞き取り、具体的な関わり方のモデルを示しながら、保護者の
心配事への助言を行う。
・個別支援計画の面談の機会を通じて、支援の内容等をお伝えし、共有する。

移行支援

・進路先に向けてのオープンスクールや園庭開放、体験保育等の情報を、
家庭と共有する。
・進路先との移行に向けた調整、支援内容の共有や相談援助を行う。

地域支援・地域連携

・保健師との連携、計画相談との定期的なモニタリングを行い、子どもの姿や関
わり方などを具体的に伝え合う。

職員の質の向上

・研修参加（インクルーシブ・医療的ケア・特別支援・防災・虐待防
止・BCP・コンプライアンス・ハラスメント防止）
・発達相談員や精神科医とのカンファレンスを通して助言や情報共有の機
会をもうけている。

支　援　内　容

・日々決まって行う支度は、気持ちがそれないように大人が見守り、毎日同じ流れで経験できるようにする。
・保育室内の配置や動線、視覚支援等を活用し、主体性を引き出せるような支援を行う。
・基本的生活習慣を行うために必要な、体全体や指先、腕を動かすことを意識した運動を遊びの中に取り入れていく。

・感覚統合遊具や遊びを通して、バランス、姿勢保持、認識力、判断状況などの感覚を養うことのできるような環境設定を行う。
・運動遊び、感覚遊び、制作遊び、ルールのある遊び等の活動の中で、個々の発達や特性に応じた様々な経験ができるように支援する。
・体操やかけっこなどの参加を嫌がる時には、抱っこをしたり少し離れた場所から見たりするなど、本児の気持ちに寄り添い、参加の仕方を工夫する。
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